
茨城県が懇談会で提示されなかった出生前診断に誘導する資料です（2023年（令和5年）１月付）。
よく見てください、ダウン症の人の魅力やゆっくりとしっかり成長すること、家族の宝になる事などどこにも書
かれていません。これを見た人は普通に心配を抱くばかりでしょう。このチラシには、検査を受けて子どもに障
害が見つかった場合、現在の日本では掻爬法で人工妊娠中絶を受ける選択もあるとはどこにも警告していませ
ん。また、人工妊娠中絶をした女性が一生抱える心の傷（トラウマ）や中絶スティグマ*についても何も書かれて
いません。何故、ダウン症の人を見つけて淘汰することばかりを言うのでしょう。おかしいでしょう。
皆さんのダウン症を持つお子さんの眼をよく見て考えてみてください。（百溪）

*社会的スティグマとは、一般と異なるとされる事から差別や偏見の対象として使われる属性、及びにそれ
に伴う負のイメージの事を指す。社会的スティグマは特定の文化、人種、ジェンダー、知能、健康、障害、
社会階級、また生活様式などと関連する事が多い。　　（このページ記事の文責は事務局・百溪）

私ども日本医学会は妊

婦の方には愛情よりも胎

児の異常を認識していた

だき、可能であれば検査

を受けていただき、あく

まで親御さんが希望する

場合には中絶手術を受

けていただいておりま

す。掻爬法による中絶で

不妊になる場合やご自

分のお子さんを処分した

ことで、トラウマを抱えて

生きることになっても、あ

くまで自己責任ですか

ら、日本医学会や厚生

労働省に責任は全くござ

いません。

　　　(文責：百溪）

検査、検査と言って

ダウン症の命を消して金

に変える中絶産業

ってひどすぎるわ～

　　助けて～。



子育てはみん
な大変よ。で
もダウン症の
子は育てがい
のある素敵な
人だと思う。

ダウン症の人
の良い話を全く
紹介しないのは
おかしいね。差
別だ。

　

不安を煽る文言で、調べないと大変だという気持ちにさせるね。日本
には「障害者差別解消法」があるのに。やってることが真逆だよ。
QRコードをクリック！　見つけて殺せなんて書いてないぞ！

国や県がそこま
で言うからには
ダウン症の子ど
もを持つことは
よほど大変なこ
となのかしら　　　
ね。


